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2 . 柚木理恵，神徳備子，江藤宏美：早期新生児の臍帯消毒の必要性の検討. 保健学研究 36: 9-19, 2023.

松井香子，江藤宏美：助産師のリスキリング～オンデマンド配信学習2022. 保健学研究 36: 21-25, 2023.

佐々木規子：明日の助産師を育むために全国各地の個性豊かな教育現場を紹介します! 助産教育の新たな挑戦(第
10回) ウィメンズヘルス演習. ペリネイタルケア 42(2): 192-194, 2023.

リプロダクティブヘルス分野

Oguro M, Horiuchi S, Sakurai S, Awng N,  Eto H, Holzemer W: Evaluation of an international collaboration-supported
seminar on quality improvement of nursing education in Myanmar. Nurse Education Today : e19262, 2023. doi:
10.1016/j.heliyon.2023.e19262.
Watanabe A, Inoue S, Okatsu A, Eto H,  Oguro M, Kataoka Y: Complementary and alternative medicine use by pregnant
women in Japan: a pilot survey. BMC Complementary Medicine and Therapies 23(1): 298-310, 2023. doi: 10.1186/s12906-
023-04126-1.

Miyazaki A, Wong K, Kim R, Matsui M: The association between complementary feeding practice and linear growth
faltering among Cambodian children: an analysis of the 2014 Cambodia Demographic and Health Survey. Journal of Global
Health Reports 7:  2023. doi: 10.29392/001c.77655.

佐藤信二，佐々木規子，本田純久，高尾真未，松本 正，松本 恵，森藤香奈子：がんゲノム医療・遺伝看護に関

する看護師の関心・認識の実態調査. 日本遺伝看護学会誌 22: 1-8, 2023.

近藤達郎，冨永牧子，森藤香奈子，松本　正，黒木良和：成人ダウン症者へのミエリン活性サプリメントMガー

ド投与による退行様症状および認知機能改善検討. 日本早期認知症学会誌 16(1): 2-11, 2023.

正岡真子，永橋美幸：産後早期の授乳前後の唾液オキシトシン濃度 及びその変化と産後早期及び産後 1 か月の

抑うつ・対児愛着との関. 母性衛生 64(2): 308-315, 2023.

杉山七歩，佐々木規子：小規模離島の助成と夫が語る島外出産という経験 -本土で待機した経験と島内で待機し

た経験の比較-. 母性衛生 64(2): 381-388, 2023.

山本真実，江藤宏美，渡邊浩子，松﨑政代，小黒道子，橋本麻由美，片岡弥恵子：助産師による避妊教育・相

談に関する実態調査. 日本助産学会誌 37(1): 39-48, 2023.

藤堂知未，神徳備子，江藤宏美：初産婦における会陰マッサージの教育プログラムによる実施率向上に向けた

研究. 看護科学研究 22: 1-12, 2023.

Shinozaki K, Eto H, Horiuchi S: A relationship between the prevalence of urinary incontinence and the transform of pelvic
alignment from pregnancy and postpartum. 26th East Asian Forum of Nursing Scholars  Abstracts :  2023.

Kotoku Y, Fujita W, Eto H: The concern for Advanced Maternal Age: A Retrospective Cohort Study of Pregnancy
Complications at a Tertiary Hospital in Japan. The 33rd International Confederation of Midwives Triennial Congress
Abstracts :  2023.
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19 . 池田和美，松本　恵，森藤香奈子，佐々木規子，福田　令，河野久美子，渡邉　淳：成人前教育における「ヒ

トの遺伝」導入に向けた課題の検討 がん教育担当者への調査を通して. 日本遺伝カウンセリング学会誌 44(2):
110, 2023.

諸喜田咲希，永橋美幸：妊娠中期から末期における 就労妊婦の快適性に関連する要因. 母性衛生 64(3): 187,
2023.

簗脇沙綾，永橋美幸：大学生の避妊行動と性的リスク対処意識および親性準備性との関連. 母性衛生 64(3): 177,
2023.

佐々木規子，佐藤智佳，村上裕美，浦野真理，渡邉　淳，玉置知子，中込さと子，青木美紀子，柊中智惠子，

酒井規夫，御手洗幸子，川目　裕：初心者向け「家系図の意義並びに作成法と活用法に関する学習プログラ

ム」の開発と評価. 日本遺伝カウンセリング学会誌 44(2): 111, 2023.

佐々木規子，秋山奈々，鳥嶋雅子，宮崎幸子，森屋宏美，鈴木美慧，十川麗美，内山正登，佐々木元子，森藤

香奈子，櫻井晃洋，渡邉　淳：本邦における「ヒトの遺伝」教育・啓発コンテンツ確認シートの作成. 日本遺伝

カウンセリング学会誌 44(2): 180, 2023.

高尾真未，長谷川ゆり，佐々木規子，三浦生子，三浦清徳：「改めて考える出生前診断」 認定遺伝カウンセ

ラーからみる出生前検査の現状と課題 . 日本周産期・新生児医学会雑誌 59: 228, 2023.

村川ひまり，生野千晶，木場夕紀音，佐々木規子：家庭内性教育の世代間継承に関する調査. 第36回長崎県母性

衛生学会総会・学術集会プログラム・抄録集 : 12, 2023.

奥山葉子，眞鍋えみ子，石尾由美，高田昌代，江藤宏美：助産学共用試験としてのOSCE実用化に向けての現状

と課題（1）－助産診断・技術学に関する教育・演習方法－. 日本助産学会誌 37別冊: 266-267, 2023.

眞鍋えみ子，奥山葉子，石尾由美，高田昌代，江藤宏美：助産学共用試験としてのOSCE実用化に向けての現状

と課題（2）－OSCEへの認識と実施状況，試験的な導入への課題－. 日本助産学会誌 37別冊: 265-266, 2023.

石尾由美，奥山葉子，眞鍋えみ子，高田昌代，江藤宏美：助産学共用試験としてのOSCE実用化に向けての現状

と課題（3）－自由記述による試験的な導入への課題－. 日本助産学会誌 37別冊: 267, 2023.

江藤宏美：産科領域における睡眠問題とそのアプローチ 妊産婦の眠りを取り戻せるか～うつや自殺からの脱却

を目指して. 日本睡眠学会第45回定期学術集会・第30回日本時間生物学会学術集会プログラム・抄録集 : 239,
2023.

高橋実紗子，宮崎あすか，周尾卓也，江藤宏美，近藤英明：血清25(OH)ビタミンD濃度はどれくらい低値となる

と妊婦レストレスレッグ症候群に関連するのか？. 2023年度日本プライマリケア連合学会長崎県支部学術集会抄

録集 :  2023.

早瀬麻子，南嶋里佳，江藤宏美：助産師の防災意識に影響する要因. 第28回日本災害医学会学術集会・抄録集 :
378, 2023.

春田優菜，長浦由紀，加藤千穂，岡島　義，江藤宏美，近藤英明：大学生の不眠に対するデジタル認知行動療

法の有効性 シングルアームパイロット研究. 日本睡眠学会定期学術集会・日本時間生物学会学術大会合同大会プ

ログラム・抄録集 : 297, 2023.

高橋実紗子，宮崎あすか，周尾卓也，江藤宏美，近藤英明：妊婦レストレスレッグ症候群と関連するビタミンD
欠乏状態のcut-off値について. 日本睡眠学会定期学術集会・日本時間生物学会学術大会合同大会プログラム・抄

録集 : 269, 2023.

江藤宏美，本多由依，神徳備子，細野茂春：「位置的頭蓋変形症から見えてきた頭蓋健診の重要性」周産期か

らの予防（助産師の立場から）. 日本新生児成育医学会雑誌 35(3): 497, 2023.

坂谷愛季，江藤宏美，小橋川直美：哺乳力の弱いことが予測される新生児の母親に対して搾乳を行うことの効

果. 母性衛生 64(3): 171, 2023.

山下　和，神徳備子，江藤宏美：女子学生におけるビタミンDと睡眠を主とする生活習慣との関連探索. 日本助

産学会誌 37別冊: 180, 2023.

石上眞衣，板川幸花，江藤宏美：深部体温計を用いた睡眠・覚醒リズム：性差・年齢差の検討. 日本助産学会誌

37別冊: 184-185, 2023.

2



学会発表数

社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）
研　究　題　目

江藤宏美・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 挑戦的研究(萌芽)「妊婦
のレストレスレッグス症候群はビタミンDで改
善の可能性を見出せるか？」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

佐々木規子・准教授 常任理事 長崎県母性衛生学会

佐々木規子・准教授 エイズ・性感染症専門部会委員 長崎県

佐々木規子・准教授 専任査読委員 一般社団法人 日本助産学会

佐々木規子・准教授 助産師職能委員会 公益社団法人 長崎県看護協会

佐々木規子・准教授 教育委員会委員会 日本遺伝看護学会

佐々木規子・准教授 査読委員 看護科学研究

佐々木規子・准教授 地域活性化委員会 一般社団法人　日本遺伝カウンセリング学会

佐々木規子・准教授 理事 日本遺伝看護学会

佐々木規子・准教授 遺伝教育啓発委員会 一般社団法人　日本遺伝カウンセリング学会

佐々木規子・准教授 遺伝看護委員会 一般社団法人　日本遺伝カウンセリング学会

佐々木規子・准教授 倫理審議委員会 日本人類遺伝学会

佐々木規子・准教授 評議員 一般社団法人　日本遺伝カウンセリング学会

永橋美幸・准教授 理事 一般社団法人 長崎県助産師会

永橋美幸・准教授 専任査読委員 一般社団法人 日本助産学会

森藤香奈子・教授 若手による小児保健検討委員会委員 日本小児保健協会

永橋美幸・准教授 長崎県看護学会誌掲載論文査読員 公益社団法人 長崎県看護協会

森藤香奈子・教授 将来構想検討委員会 日本遺伝看護学会

森藤香奈子・教授 査読委員 日本遺伝看護学会

江藤宏美・教授 理事 日本頭蓋健診治療研究会

森藤香奈子・教授 長崎県看護学会誌掲載論文査読員 公益社団法人 長崎県看護協会

江藤宏美・教授 将来構想委員会委員 公益社団法人 全国助産師教育協議会

江藤宏美・教授 英文誌編集委員会（Managing Editor） 公益社団法人 日本看護科学学会

江藤宏美・教授 常任理事 長崎県母性衛生学会

江藤宏美・教授 理事 一般財団法人日本助産評価機構

江藤宏美・教授 評価基準検討委員会委員 一般財団法人日本看護学教育評価機構

江藤宏美・教授 会長 一般社団法人 長崎県助産師会

江藤宏美・教授 ガイドライン委員会 一般社団法人 日本助産学会

江藤宏美・教授 編集委員会委員 一般社団法人 日本助産学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

江藤宏美・教授 評議員 聖路加看護学会

0 0 2 0 3 18

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会
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宮﨑あすか・助教 日本学術振興会 分担

科学研究費助成事業 国際共同研究加速基金
(国際共同研究強化(B))「カンボジア農村部の
小児に対する抗菌薬使用が薬剤耐性と低栄養
に与える影響の研究」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「孤独感－
自殺プロセスに寄与する睡眠問題の特定と認
知行動療法による孤独予防効果」

宮﨑あすか・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「カンボジ
ア農村部に住む乳幼児の腸管病原微生物と環
境性腸機能障害の関連」

森藤香奈子・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「初等・中
等教育における遺伝学を用いた命の学習プロ
グラム開発と導入に向けた検討」

永橋美幸・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「帝王切開
術後の母親の授乳前後のオキシトシンの推移
とその要因について」

日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「助産師た
めの災害時母子支援スキルアッププログラム
の開発」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「実践的看
護臨床薬理学教育モデル(iDrug)に基づいた新
たな教育システムの開発」

佐々木規子・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「プラ
ダー・ウィリ症候群者の社会的適応を促進す
るための当事者プログラムの開発」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「女性活躍
推進時代に働く男性と女性の子育て社会環境
変革に向けた実装研究」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「助産師教
育における実習生の質保証のための助産学共
用試験の実用化と認証システム開発」

江藤宏美・教授 日本学術振興会
連携研究

者

科学研究費助成事業 アジア・アフリカ学術基
盤形成型「医療安全を重視した母子保健人材
育成グローバルアプローチの研究ネットワー
クの拡大」

科学研究費助成事業 基盤研究(B)「産後尿失
禁予防のための超音波による診断システムの
開発」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「妊婦の睡
眠障害に対する『簡易版digital CBT-I』の開
発と評価」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担

江藤宏美・教授 日本医療研究開発機構 分担

地球規模保健課題解決推進のための研究事業
「カンボジアにおける分娩監視装置導入と、
その死産・新生児死亡の減少効果に関する研
究開発」

江藤宏美・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「周産期医
療におけるDVスクリーニングと支援のスケー
ルアップを目指した実装研究」

江藤宏美・教授
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その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動

 学術賞受賞
氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

江藤宏美・教授 優秀ポスター賞
2023年度日本プライマリ
ケア連合学会長崎県支部
学術集会

これまで解明されていなかっ
た「血清25(OH)ビタミンD濃度
はどれくらい低値となると妊
婦レストレスレッグ症候群に
関連するのか」という臨床疑
問に対し、詳細に分析し、明
確に数値を示すことができた
から。

森藤香奈子 ・ 教授
おむつ交換、トイレのベッド
小さい… 医療的ケア児らの
外出時困難

長崎新聞 45164

医療的ケア児・者の保護者を
対象とした外出時の困難に関
するアンケート結果を、長崎
在宅Dr.ネット主催の市民公開
講座で公表、バギーでも使用
でき、乳幼児以外でもオムツ
交換できるベッドのあるトイ
レを有する施設が非常に限ら
れていることを報告した。

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

江藤宏美・教授
長崎大 乳幼児の頭蓋変形研
究

長崎新聞 2023年5月31日

乳幼児の頭蓋変形に関する研
究を開始した。4か月、1歳
半、3歳児健診の機会に、3Dス
キャナーで頭蓋測定を行い、
国内初で頭蓋変形（斜頭症）
を発生率を調査する。

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

森藤香奈子・教授 家族看護学 長崎市医師会看護専門学校
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